廉池軒からの眺望 

廉池軒は、色とりどりの鯉で一杯の小さな池のほとりにあり、日本語のひらがなの「く」の字のように弧を描く御影石の橋が特徴です。広々とした水辺が広がるなだらかな風景や、勾配のある芝生、庭園内最大の水辺である沢の池を見下ろす松林などの眺望を見ることができます。建物の中からは、仏教の宇宙観を比喩的に表した大きな円形の窓枠によって切り取られた風景を楽しめます。また、併設のカフェで建物の中からも同じ景色を楽しむことができます。 

